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デュアルコム分光法は、速いデータ取得時間、高い分解能での分光測定が可能なため、大きな

注目を集めている[1]。これまでに我々は、簡便な構成でのデュアルコムファイバ分光法を実現す

るために、半導体可飽和吸収ミラー(SESAM)をモード同期機構として用いた全偏波保持型デュア

ルコムファイバレーザーを開発し[2]、機構共有方式[3]と Micro-optic package[4]の導入により、小

型かつ簡便な構成でのデュアルコムファイバレーザーを実現した。 

本研究では、テラヘルツ領域への応用を目指し、非同期光サンプリング(ASOPS)を利用してトリ

ガ信号検出系を構築した。全偏波保持型デュアルコムファイバレーザーの出力に対して、Er 添加

光ファイバ(EDF)と WDM カプラから構成される Er 光ファイバ増幅器(EDFA)を作成した。分散補

償ファイバを用いて EDFA の入射パルスのチャープ量を調整しスペクトル拡大を行い、光ファイ

バによるパルス圧縮を行なった。Fig. 1(a)に示すように、EDFA で増幅された 2 台の光コムを BBO

結晶に入射することで、第 2 高調波発生(SHG)による相互相関波形を取得した（Fig. 1(b), (c)）。 
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Fig.1 (a) Experimental setup of Asynchronous optical sampling (ASOPS). (b) ASOPS waveform. (c) 

Magnified of (b). 
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